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学
校
祭
／
合
同
文
化
祭

第６３回 天塩中学校 学校祭 スナップ写真
「ONENESS ～仲間を信じる力が輝く笑顔にかわる～」

▲合唱コンクール（左：３年生、中：２年生指揮者、右上：２年生、右下：１年生）

▲演劇「TIME SLIP! ～ラストチャンスは二度
やってくる～」

▲英語暗唱

▼パフォーマンス（ダブルダッチ）

10 月１日

10 月８日

▼弁論発表

▼笑顔がＥーネ！（保育所）

▲３びきのかわいいおおかみと大豚ゴン
ザレス（低中学年）

▼さがそう地球の宝物（小学生全員）

▼ぞうれっしゃがやってきた（高学年）

▶
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

（
低
中
学
年
）

災
害
時
の
対
応
を
再
確
認

　

雄
信
内
地
区
で
９
月
25
日
に
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
塩
市
街
で
は
「
巨
大
地
震
に
よ
る

津
波
災
害
」
を
想
定
し
た
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
が
、
雄
信
内
地
区
で
は
、

近
年
道
内
で
被
害
が
多
い
「
集
中
豪
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
」
を
想
定
し
た
訓
練

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

避
難
所
で
あ
る
雄
信
内
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
に
は
、
97
名
の
参
加
者
が
訓
練

に
参
加
し
、
同
セ
ン
タ
ー
内
で
留
萌
開

発
建
設
部
か
ら
「
土
砂
災
害
危
険
箇
所

に
つ
い
て
」
な
ど
の
講
話
を
聴
き
、
災

害
対
策
の
重
要
さ
を
再
確
認
し
ま
し

た
。

▲啓徳ソーラン（小学生全員）

啓徳小学校 雄信内保育所 合同文化祭 スナップ写真
「花火～ 17 人の笑顔を咲かせ心を一つに～」
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天塩小学校 学芸会 スナップ写真
「スマイル～１２９人の思いをとどけよう～」

10 月９日

▲聖者の行進　他（１年生）

▼キッズ・クエスト～山の上の神様～
（４年生）

▲アイドル学園～ハチャメチャキッズ
（２年生）

▲PERFECT Anniversary de Share happy？（５年生）▲てんぷく丸東へ～海を渡ったサムライたち～（６年生）

▲よさこい（３年生）

学
芸
会
／
マ
チ
の
話
題
（
９
月
17
日
～
10
月
14
日
）

災
害
時
の
対
応
を
再
確
認

　

雄
信
内
地
区
で
９
月
25
日
に
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
塩
市
街
で
は
「
巨
大
地
震
に
よ
る

津
波
災
害
」
を
想
定
し
た
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
が
、
雄
信
内
地
区
で
は
、

近
年
道
内
で
被
害
が
多
い
「
集
中
豪
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
」
を
想
定
し
た
訓
練

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

避
難
所
で
あ
る
雄
信
内
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
に
は
、
97
名
の
参
加
者
が
訓
練

に
参
加
し
、
同
セ
ン
タ
ー
内
で
留
萌
開

発
建
設
部
か
ら
「
土
砂
災
害
危
険
箇
所

に
つ
い
て
」
な
ど
の
講
話
を
聴
き
、
災

害
対
策
の
重
要
さ
を
再
確
認
し
ま
し

た
。

秋

の

音

楽

鑑

賞

　

９
月
24
日
に
芸
術
鑑
賞
事
業
「
オ
ー

タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
ま
た
同
月
25

日
に
天
塩
高
等
学
校
吹
奏
楽
局
の
定
期

演
奏
会
が
開
催
さ
れ
、
秋
の
音
楽
鑑
賞

に
観
客
は
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
高
校

生
チ
ェ
ロ
奏
者
の
稲
垣
真
奈
さ
ん
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
本
村
佳
子
さ
ん
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
演
奏
ほ
か
、
は
ま
な
す
コ
ー
ラ

ス
に
よ
る
合
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
塩
高
校
の
定
期
演
奏
会
で
は
、
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
ほ
か
、
留
萌
駐
屯
地
音
楽

隊
も
参
加
し
、
松
田
聖
子
ヒ
ッ
ト
・
メ

ド
レ
ー
な
ど
演
奏
し
、「
天
高
サ
ウ
ン

ド
」
を
会
場
に
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

９
月
21
日
に
天
塩
警
察
署
前
駐
車
場

に
て
秋
の
交
通
安
全
運
動
出
動
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

由
水 

公
彦 

署
長
は
「
昨
年
に
比
べ

人
身
事
故
件
数
や
飲
酒
運
転
検
挙
数
な

ど
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
地
域
の
皆
様

と
一
丸
と
な
っ
て
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
し
た
い
」
と
挨
拶
し
、
出
動
申
告
の

あ
と
、
パ
ト
カ
ー
な
ど
が
10
台
の
車
両

が
地
域
巡
回
に
出
動
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
同
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、

秋
の
交
通
安
全
運
動
人
波
、
旗
波
運
動

が
行
わ
れ
、
新
栄
通
沿
い
な
ど
各
所
で

住
民
が
朝
の
通
学
児
童
な
ど
を
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。

笑
顔
で
長
生
き
が
一
番

　

恵
愛
荘
で
敬
老
会
が
９
月
30
日
に
開

催
さ
れ
、
家
族
会
の
方
を
含
め
71
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

浅
田
町
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
っ

た
方
は
、
に
こ
や
か
な
笑
顔
を
浮
か
べ

て
「
う
れ
し
い
わ
」
と
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　

親
睦
会
で
は
、
今
年
行
わ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
写
真
と
動
画
を
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
楽
し
み
、
職
員
に
よ
る
合
唱

「
花
は
咲
く
」
に
、
利
用
者
と
そ
の
家

族
も
参
加
し
て
和
や
か
な
ム
ー
ド
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

サ
イ
レ
ン
合
図
に
集
合

　

９
月
29
日
に
天
塩
市
街
に
て
、
ま
た

10
月
１
日
に
雄
信
内
市
街
お
い
て
消
防

団
秋
の
非
常
召
集
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

天
塩
市
街
で
は
19
時
00
分
、
雄
信
内

市
外
で
は
19
時
30
分
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
響
き
、
消
防
団
員
が
訓
練
の
た
め
集

ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
あ
た
た
か
い
日
が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
９
月
に
入
り
ぐ
っ
と
気
温

が
下
が
り
、
暖
房
器
具
が
導
入
さ
れ
て

火
災
の
危
険
性
が
増
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
万
が
一
の
火
災
事
故
の
た
め
に
、

と
両
訓
練
に
は
団
員
60
名
が
参
加
し
、

消
火
活
動
等
の
再
確
認
し
ま
し
た
。

天
塩
町
の
将
来
を
考
え
る

　

10
月
11
日 

天
塩
町
役
場
大
会
議
室

に
て
、
天
塩
町
の
将
来
を
見
据
え
た
政

策
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
、
約
60
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

齊
藤
副
町
長
は
「
人
口
減
少
と
な
る

の
は
天
塩
町
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
的

に
見
て
仕
方
が
な
い
こ
と
。
だ
か
ら
こ

そ
、
今
か
ら
、
将
来
を
見
据
え
て
、
人

へ
の
投
資
を
行
い
、
質
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
。
天
塩
町
と
し
て
必
要
な

こ
と
を
し
っ
か
り
と
選
択
し
、
集
中
し

た
方
策
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
」
と
い

う
見
解
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

の
導
入
や
、
自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
仕
事
が
で
き
る
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
環
境
整
備
な
ど
、
参
加
者
と

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
！

10
月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
北
海
道

大
学
大
学
院
の
学
生
ら
12
名
が
天
塩
町

に
来
町
し
、
「
地
域
資
源
管
理
学
」
の

実
習
が
、
天
塩
川
周
辺
を
対
象
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
、
地
域
固
有
の
自
然
資
源

に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、
現
在
の
状
況

や
課
題
に
つ
い
て
把
握
、
活
用
の
手
段

や
可
能
性
を
探
り
、
新
問
寒
別
橋
付
近

や
、
川
口
地
区
に
あ
る
国
有
林
、
天
塩

川
歴
史
資
料
館
な
ど
に
て
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

14
日
に
は
か
わ
ま
ち
検
討
会
委
員
や

開
発
局
を
交
え
て
調
査
結
果
を
元
に
し

た
天
塩
町
の
振
興
案
の
発
表
や
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
「
倒
木
を
利
用
し
た

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
を
活
用
し
、
天
塩
に
日

本
一
歩
き
や
す
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
」
等
の
様
々

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

マ
チ
の
話
題
（
９
月
17
日
～
10
月
14
日
）
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こ
の
写
真
は
、
高
橋
昌
志
さ
ん
よ
り
ご
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
が
、
ご
自
宅
で
８
年
の
歳
月
を
か

け
て
、
よ
う
や
く
実
ら
せ
た
リ
ン
ゴ
だ
そ
う
で

す
（
写
真
上
）。

　

今
年
は
、
暖
か
い
日
が
続
き
、
例
年
よ
り
多

く
花
が
咲
い
た
そ
う
で
、
人
工
授
粉
に
よ
り
見

事
に
野
球
ボ
ー
ル
ほ
ど
の
大
き
さ
の
実
を
つ
け

る
こ
と
に
成
功
し
た
そ
う
で
す
（
写
真
下
）。

　

役
場
に
も
数
個
分
け
て
い
た
だ
き
、
食
べ
て

み
ま
し
た
が
、
甘
さ
も
ほ
ど
ほ
ど
に
あ
っ
た
立

派
な
リ
ン
ゴ
で
し
た
。

　

９
月
下
旬
の
強
風
に
よ
り
、
数
個
が
落
ち
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
す
が
、
残
っ
た
実
は
、
赤
み

を
増
し
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

９
月
30
日
に
こ
の
写
真
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
発
刊
日
に
は
よ
り
甘
み
を
増
し
た
赤
い

リ
ン
ゴ
が
収
穫
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

町 民 写 真 館 （撮影：高橋　昌志　さん）

※
広
報
て
し
お
で
は
、
町
内
の
皆
さ
ま
が
撮
影
し

た
素
敵
な
写
真
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
取
材
を
ご
希
望
い
た
だ
け
れ
ば
、
広
報

担
当
者
が
伺
っ
て
撮
影
も
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

マ
チ
の
話
題
（
９
月
17
日
～
10
月
14
日
）

グ
ル
メ
で
ま
ん
ぷ
く

　

天
塩
町
社
会
福
祉
会
館
に
て
10
月
13

日
に
天
塩
タ
コ
キ
ム
チ
丼
推
進
協
議
会

主
催
の
グ
ル
メ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

立
花 

勝 

会
長
は
「
昨
年
は
残
念
な

が
ら
開
催
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
年
は

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
１
４
０
名
が
詰
め
掛
け
、

ホ
タ
テ
の
バ
タ
ー
焼
き
や
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

な
ど
の
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
抽
選
会

も
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲発表者の佐々木 千代子看護師長

【
発
表
内
容
要
旨
】

　

皆
さ
ん
は
死
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。近
年
メ
デ
ィ

ア
等
で
「
死
」
に
つ
い
て
取
り
あ
げ

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
療

機
関
と
施
設
、
救
急
隊
員
と
の
相
互

の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
て
い
な
い
と
、

本
人
や
家
族
の
望
ま
な
い
処
置
が
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
天
塩
町

で
は
、
家
族
や
病
院
ス
タ
ッ
フ
だ
け

で
な
く
、
行
政
、
町
内
の
関
係
各
所

と
情
報
共
有
し
、
連
携
す
る
こ
と
で
、

1
人
1
人
の
希
望
す
る
最
期
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
支
え
る
取
り
組
み
が
試

み
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
取
り
組
み

～ 

人
口
３
２
０
０
人
医
療
過
疎
地
天
塩
町
か
ら
の
報
告 

～

　10 月 8 〜 9 日に札幌で開催された『日本死の臨床研究会年次
大会』において天塩町立病院の発表が高い評価を受けました！
　そこで、林 修也院長、福澤 由起子看護師からお話を伺いました。

　
「
人
は
誰
し
も
死
ぬ
確

率
は
１
０
０
％
。
そ
の
た

め
、
自
分
の
死
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
は
重
要
」、

「
天
塩
町
は
小
さ
い
町
だ

か
ら
こ
そ
、
事
前
に
救
急

隊
員
な
ど
関
係
者
と
と
も

に
、
患
者
の
希
望
を
共
有

し
、
単
な
る
延
命
措
置
だ

け
で
な
い
個
人
の
意
思
を

尊
重
し
た
対
応
を
す
る
こ

と
が
出
来
る
」
と
い
っ
た

話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。



6

暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

平成２８年１０月３日現在　（　　）内は兼務

雄信内支所

選挙管理委員会 事務局　総務課内

農業委員会 事務局　農林水産課内

【２Ｆ】

住民課 【１Ｆ】

【１Ｆ】

【１Ｆ】

議会事務局 【３Ｆ】

監査委員 【３Ｆ】

教育委員会

寿 幸

拓 希髙 橋

事務局長

建 設 課

課長

農林水産課 【２Ｆ】

商工観光課

　課　　長
（事務取扱） 主幹 板 宮 幸 弘

(企画財政担当)

課長補佐 川 村

【２Ｆ】

(安 藤 淳)

（JAてしおから出向）
重 田

朋　之青 野

主事　(佐藤　健人)

(中　西　卓　也)

農業振興対策係長

(小　塚　和　博)

三 上 昌 昭

落 合 憲 児

宇 野

主査  菅　　雅彦、主事　藤原　　諒、主事　小林　一崇
主事　吉田　　渉、主事　福島　玲依

博 之

高 橋 篤 史

村 上

主任　秋元　良介、主事　長谷川　明生、主事  木下　　悠
技師補 佐藤　裕真
[嘱託員] 水本　伸一、[嘱託員] 瀧川　泰子

主任　吉光　　恵、主任　岩西　悦子、主事　臺川　美聡
主事　木下　貴博、主事　菅野　早帆、主事　金澤　文哉
主事　小野　由香利
[嘱託員] 木村　幸三、[嘱託員] 藤本　雅予
介護支援専門員主任　石山　恵美
（居宅介護支援事業所管理者）

保健師主査　松村　奈々、保健師主任　藤原　香菜子
保健師主任　長谷川　夏樹、保健師　南部　紗良
管理栄養士主任　武田美友紀
保育士　松本　由衣、保育士　海渕　総子、保育士　打田　直人
保育士　佐藤　樹里、保育士　横山　美咲、保育士　岡野　佑南
保育士　池端　静香、保育士　中東　梨沙、保育士　磯田　憲治
[嘱託員] 相原　穣子、[嘱託員] 丹内　和徳

主事　佐藤　健人、主事　井坂　浩平、主事補 越前　実結

淑 恵

(大　澤　和　儀)

佐々木
(水道担当)

主幹

瀧 一 晃

書記次長事務局長 書記長 (上　田　みゆき)

主任　菅原　英人、[嘱託員] 阿部　里美

支所長 山 内 強

商工労働係長

施設管理係長

観 光 係 長 中 岡 太 一
多 田 淳 也
(板　宮　幸　弘)

(川　村　寿　幸)

書記(大坪　幹恵)、書記(小林　一崇)、
書記(澤田　育泰)、書記(佐藤　佑哉)、書記(畠山　拓也)
書記(高野　洋介)、書記(相馬　卓朗)、書記(竹之内美喜雄)
書記(阿部　暁凛)、

（長　瀬　啓　嗣）

主任　遠藤　一樹、主事　増田　篤洋、主事　熊谷　拓美
主事　石山　　舞
[嘱託員] 和田　裕之、[嘱託員] 竹元　　祥
[嘱託員] 橋詰　寿美子

主事　渡邊　千璃会計管理者 津 田 実

学校教育係長

主事　山上　　諒事務局長

( 鎌 田 剛 ) 書記（山上　　諒）書記長

主任　加藤　倫子、主事　廣谷　昂駿
臨床検査技師主幹　佐藤　清
臨床工学技士主査　大弓　浩明、理学療法士主査　橋本　秀明
臨床工学技士　工藤　昌也、管理栄養士　高原　功江
看護師主査　原田美枝子、看護師主査　畠山　眞弓
看護師主査　黒瀬　麗美、看護師主査　松田　英夏
看護師主査　松田　晴美、看護師主任　笹木美由紀
看護師主任　岩淵香緒梨、看護師主任　髙橋　貴子
看護師主任　大河内友恵、看護師主任　早坂　幸恵
看護師主任　工藤美真子、看護師主任　久保　セン
介護福祉士主任　杉野　貴章、介護福祉士主任　砂原　勝広
[嘱託員]管理栄養士　澤　　篤子
[契約]看護師　武田　珠理、[契約]看護師　小池　直世

大 垣

（天塩町社会福祉会館長）
（天塩川歴史資料館長）
（ファミリースポーツセンター館長）

生涯学習係長

副院長

事務長

看護師長

林　 修  也

天塩町立国民健康保険病院

教育次長

薬局長

大 塚

天　塩　町　役　場　機　構　図

主事　佐藤　佑哉、主事補 畠山　拓也、主事補 阿部　暁凜
社会福祉協議会派遣　池田　ゆかり
主事　前田　太朗
[嘱託員] 阿部　敏久、[嘱託員] 今野　光子

(総務担当)

課長補佐 上 田 みゆき

町　長　　浅　田　弘　隆　　副町長　　長　瀬　啓　嗣　　副町長　　齊　藤　啓　輔　　教育長　野　崎　浩　宜

総 務 係 長

企画広報係長

地方創生係長

澤 田

相 馬

育 泰

卓 朗
竹之内 美喜雄

(川　村　寿　幸)課長 安 藤 淳

総 務 課 【２Ｆ】

財 政 係 長

振興計画係長

高 野 洋 介

農 政 係 長

水産林政係長 問 田 正 宏
農地整備係長 山 本 陽 介

(水産林政・農地整備担当)

岩 花 英 樹主幹

(農政担当)

主幹 中 西 卓 也

(青 野 朋 之) 総 務 係 長 井 上 剛

大 澤 和 儀
(港湾・道路、建築、下水道担当)

玲 子公　也
主幹

主幹

住民安全係長

柿 崎
(加 藤 智 子)

藤 井

土 木 係 長

建 築 係 長

美 穂

住民振興係長

戸籍住民係長

主幹

雅 彦

（認定こども園長）
（子育て支援センター所長）
（雄信内へき地保育所長）

課長補佐

生涯スポーツ係長 ( 宍 戸 隆 則 )

栄 晃

保 険 係 長

門 田

総務管理係長

宍 戸 隆 則

地域ケア係長

保 育 係 長

庶 務 係 長

医 事 係 長

主任看護師

主任看護師

主任看護師

主任看護師

放射線係長

雅 勝
(三 好 健 司)

田 口

柏 谷

主幹 廸 子佐 藤

美紀子

水 上
三四子

(大 垣 栄 晃)

三 好 健 司

寿 美

津 田 健 志

福 澤 由起子

(佐 藤 廸 子)

(指定介護予防支援事業所管理者)

　　忠

伸　之

出 納 室

課長

頼 崇
課長

課長

鎌 田

菊 池 　 誠

剛

病院長

佐々木

吉 田

千代子

幹 恵

主幹 田 所 守

杉 澤

橋 本

税 務 係 長

ふれあい係長

農業振興対策室長

(道から派遣）

松 村

（保健ふれあいセンター館長）
（留萌北部地域子ども発達支援センター所長）
（地域包括支援センター長）

大 坪

小 塚 和 博 武 田 　　郁

事務局次長

勇 司

加 藤 智 子 福 祉 係 長

河 瀬 克 英

港湾・道路係長

水 道 係 長

下水道係長

利 行

(田 所 守 )

(大 坪 幹 恵)

主幹

福 祉 課

天塩町役場　機構図（平成２８年１０月１日～）　



7

暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

高額な医療費をお支払されていませんか？

　医療機関等の窓口で医療費の自己負担をいったん支払いいただき、後日に保
険者に申請することにより、医療費の払戻しを受けることができる制度です。
　医療費は世帯で合算することができますが、入院時の食事負担や差額ベッド
代等は含みません。
※ 70 歳未満の方と７０歳以上の方とで月の限度額や支給要件が異なります。

------------- ７０歳未
・・

満の方はこんなときに高額療養費が支給されます -------------
　月単位で、医療機関ごと、入院・通院の別に、それぞれの自己負担額が 21,000 円以上のものを合計した
額が次の表の自己負担限度額を超える場合

区分 所得要件 自己負担限度額

ア 所得金額
901 万円超

252,600 円＋（総医療費－ 842,000 円）×１％
（過去 12 ヶ月の間で４回目以降は 140,100 円）

イ 所得金額
600 万円超～ 901 万円以下

167,400 円＋（総医療費－ 558,000 円）×１％
（過去 12 ヶ月の間で４回目以降は 93,000 円）

ウ 所得金額
210 万円超～ 600 万円以下

80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）×１％
（過去 12 ヶ月の間で４回目以降は 44,400 円）

エ 所得金額
210 万円以下

57,600 円
（過去 12 ヶ月の間で４回目以降は 44,400 円）

オ 住民税
非課税世帯

35,400 円
（過去 12 ヶ月の間で４回目以降は 24,600 円）

------------- ７０歳以
・・

上の方はこんなときに高額療養費が支給されます -------------
　月単位で自己負担額が次の表の自己負担限度額を超える場合

区分 所得要件 １ヶ月の限度額 １ヶ月の限度額
（個人単位外来） （世帯単位入院含む）

現役並み
所得者

課税所得
145 万円以上 44,400 円 80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）×１％

（過去 12 ヶ月の間で４回目以降は 44,400 円）

一般 課税所得
145 万円未満 12,000 円 44,400 円

低所得者Ⅱ 住民税
非課税 8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ 住民税非課税世帯
所得が一定以下 8,000 円 15,000 円

高額療養費制度とは・・・

ご加入されている保険者に申請が必要になります。
なお、下記に該当する場合は、福祉課保険係へ申請ください。

高 額 療 養 費 制 度 の 手 続 き は ？

【問い合わせ先】福祉課保険係　☎内線１３７

　天塩町国民健康保険にご加入の方は、
１．医療費の領収書
２．印鑑
３．通帳等
　　※世帯主の預貯金口座番号がわかるもの
４．マイナンバー（個人番号）のわかるもの
　　※ご不明な場合は個人番号に係る同意書を記入
　　いただきます

　75 歳以上の方で、後期高齢者広域連合から
高額療養費の申請書が届いた方は、
１．申請書（郵送されたもの）
２．印鑑
３．通帳等
　　※対象者の預貯金口座番号がわかるもの
４．マイナンバー（個人番号）のわかるもの
　　※ご不明な場合は個人番号に係る同意書を記入
　　いただきます
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インフルエンザの予防接種を
ご希望の方は･･･

★６５歳以・・上の方は、下記の福祉課
ふれあい係へお申し込みください。

★６５歳未・・満の方は、直接病院へお
申し込みください。

※天塩町立病院へ定期受診中の方は、受診
時に受けることができますので予約は不要
となります。
※天塩町立病院　☎（２）１０５８

インフルエンザにかかりやすい人とは？

こんにちは　保健師です

【問い合わせ先】福祉課ふれあい係　　☎直通（２）１７２８

～インフルエンザの季節がやってきました～

インフルエンザウイルスは１年中空気中に存在していますが、気温１０度前後、湿度２０％
前後で長時間生存して空気中に漂うことができ、乾燥状態のほうが遠くまで飛ぶことができる
ため、毎年１２～３月頃に流行するのです。つまり今時期は、インフルエンザウイルスが過ご
しやすい状態であり、インフルエンザに感染しやすい時期というわけです。

インフルエンザにかかる５０
～６０％くらいが９歳以下の小
児が占めています。６０歳以上
の方は全体の５％程度ですが、
重症化しやすく入院となること
も多いです。全体の１０％程度
ではありますが、抵抗力があり
そうな 2 ０～５０歳代でも感染
してしまうのです。

①免疫力を高める！
　免疫力を高めるには【よく笑うこと】【よく眠ること】【栄養の
あるものを食べること】などがあります。比較的簡単に実践できる
ものが多いと思いますので、やってみてはいかがでしょうか？
②手を洗う！
　帰宅後、調理前など、石鹸で、洗い残しの多い親指や爪・手首な
ども丁寧に洗いましょう。
③適度な湿度を保つ！
　乾燥によりのどの抵抗力が弱まります。湿度５０～６０％を保持
した環境で過ごしましょう。
④予防接種を受ける！
　天塩町立病院では予防接種を実施しています。中学校３年生以下
は無料で、６５歳以上の方は1,000円で接種できます。（それ以外
の方は3,500円かかります）

　インフルエンザかもと思って病院に行っても、発症から
12 ～ 24 時間ほどたたないと検査で陰性になり、適切な治療
を受けられない可能性があります。
　水分が取れないなど状態が悪い場合を除き、病院受診は時
間がたってから、かつ有効な治療が受けられる 48 時間以内
に受診することをおすすめします。
　外出の際には、自分が感染源とならないようマスクを忘れ
ないようにしましょう！

インフルエンザの予防法とは？
【東京都感染症センターHPより】

インフルエンザかも？と思ったら･･･

年齢階級別患者報告割合の推移(2006～2016)



9

あいあいクラブ開催場所
◇天塩地区
　日時：毎週火・水・木曜日　10時～ 12時
　場所：子育て支援センター

◆雄信内地区
　日時：毎週月曜日　10時～ 12時
　場所：雄信内保育所

日 月 火 水 木 金 土
休み 生ゴミ

ペットのふん 一般ゴミ
資源ゴミ

紙おむつ等
衣類等

生ゴミ
ペットのふん 農村地区 休み

10 月 30 31 １ ２ ３ ４ ５
≪文化の日≫ 〇認定こども園

　お遊戯会

◇ ◇

６ ７ ８ ９ 10 11 12
✚眼科外来

受付 9 時～ 14 時
■定期健康相談・
　物忘れ相談

[ 天塩町役場 ]

●運転免許更新時
　講習

[ 社会福祉会館 ]
・初回 10 時 00 分
・優良 13 時 00 分
・一般 13 時 45 分
・違反 15 時 00 分
★ヘルスアップ教室
[ 天塩中学校体育館 ]

19 時 00 分～
20 時 30 分

★いきいきサロン
[ 雄信内憩の家 ]

10 時～ 14 時
〇５歳児健診

12 時 30 分～
13 時 00 分

〇乳児健診
12 時 50 分～

13 時 20 分
✚小児科外来
受付 13 時 30 分～

16 時 00 分

◎はまなす大学
■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

◆ ◇ ◇ ◇

13 14 15 16 17 18 19
■子宮がん検診
[ ふれあいセンター ]

〇雄信内保育所
　開放日

★おでかけサロン
[老人福祉センター]

10 時～ 14 時

■しゃっきりサロン
[ てしお温泉夕映 ]

13 時～ 14 時
〇あいあいくらぶ
　プチ相談日

[ 認定こども園 ]

✚眼科外来
受付 12 時～ 15 時

〇認定こども園
　開放日

◆ ◇ ◇ ◇

20 21 22 23 24 25 26
★ヘルスアップ教室
[ 天塩中学校体育館 ]

19 時 00 分～
20 時 30 分

≪勤労感謝の日≫ ★おでかけサロン
[ 雄信内憩の家 ]

10 時～ 14 時
✚産婦人科外来
受付 13 時～ 16 時

■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

◆ ◇ ◇

27 28 29 30 12 月   1 ２ ３
★いきいきサロン
[老人福祉センター]

10 時～ 14 時

◆ ◇ ◇

平成２８年　 　月⑪

・日程は変更となる場合があります
ので、ご確認ください。
・ごみは当日の朝８時までに出して
ください。
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▲長門船（天塩川歴史資料館）

今
回
は「
歴
史
」チ
ー
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
「
長
門
船
」
と
い
う
船
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？
戦
艦
長
門
だ
っ
た
ら
知
っ

て
い
る
よ
、
と
い
う
方
は
多
い
と
思
い
ま
す

が
そ
れ
と
は
別
物
で
す
。

「
長
門
船
」
と
は
天
塩
川
で
、
か
つ
て
物

資
の
運
搬
に
使
わ
れ
て
い
た
川
船
の
総
称
を

指
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
行
わ
れ
た
開
拓

に
と
も
な
い
、
本
州
か
ら
多
く
人
々
が
北
海

道
に
入
植
し
ま
し
た
。
当
時
、
未
開
の
地
で

あ
っ
た
北
海
道
に
お
い
て
陸
路
は
も
ち
ろ

ん
、
水
路
に
お
け
る
物
資
搬
送
の
手
段
は

整
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

長
門
が
そ
の
姿
を
現
し
た
の
は
開
拓
中
期

の
明
治
33
年
。
天
塩
初
の
本
格
的
な
川
船
運

送
業
社
「
旅
川
運
送
店
」
の
創
業
者
で
あ
る

旅
川
伝
次
郎
が
、
運
送
事
業
を
開
始
の
際
、

当
時
大
変
貴
重
だ
っ
た
天
塩
材
を
用
い
て
船

を
建
造
し
、
名
を
「
長
門
丸
」
と
命
名
。
こ

れ
以
降
、
天
塩
川
を
航
行
す
る
川
船
の
総
称

を
「
長
門
」
と
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
門
船
は
翌
年
ま
で
に
４
隻
建
造
さ
れ
、

そ
の
後
さ
ら
に
多
く
の
長
門
船
が
建
造
さ
れ

ま
し
た
。
船
は
手
漕
ぎ
で
、
ヤ
マ
セ
の
際
は

帆
を
張
る
帆
船
で
あ
り
、
昭
和
７
年
以
降
に

は
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

運
送
は
物
資
に
と
ど
ま
ら
ず
、
天
塩
川
を

遡
上
し
内
陸
へ
向
か
う
人
々
の
輸
送
も
お
こ

な
う
等
、
陸
路
整
備
が
整
う
ま
で
の
間
、
天

塩
川
周
辺
地
域
の
人
々
の
生
活
を
支
え
る

「
生
命
線
」
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、「
長
門
に
は
決
ま
っ
た
型
が
な

い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
現
存
の
資
料
に

よ
っ
て
も
そ
の
大
き
さ
は
違
い
、
謎
多
き
船

で
も
あ
り
ま
す
。

長
門
の
航
路

は
天
塩
港
よ
り

出
発
し
上
幌

延
、
問
寒
別
を

経
て
、
名
寄
ま

で
約
４
０
里

（
約
１
５
６
㎞
）

を
航
行
。
こ
れ

は
日
本
で
一
番

長
い
河
川
航
路
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
陸
路
が
整
備
さ
れ
て
い
く
に

つ
れ
長
門
船
は
そ
の
数
を
減
ら
し
、
昭
和
10

年
国
鉄
羽
幌
線
開
通
と
と
も
に
姿
を
消
し
ま

し
た
。

長
門
船
を
実
際
に
見
た
人
は
年
月
が
経
つ

に
つ
れ
減
っ
て
い
き
、
天
塩
川
流
域
の
生
命

線
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
長
門
は
こ
の
ま
ま

歴
史
に
埋
没
し
て
い
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

歴
史
チ
ー
ム
で
は
、
長
門
を
初
め
と
し
た

天
塩
町
の
誇
る
歴
史
的
文
化
を
後
々
の
代
へ

残
す
た
め
の
活
動
を
、
今
後
と
も
行
な
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
わ
ま
ち
通
信
／
マ
チ
の
伝
言
板

か わ ま ち 通 信

　

平
成
29
年
天
塩
町
成
人
式
を
左
記
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　・
日　

時

　

平
成
29
年
１
月
８
日
（
日
）

・
場　

所

　

天
塩
町
社
会
福
祉
会
館

・
対
象
者

　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方

※
ご
本
人
の
住
民
票
が
天
塩
町
に
な
い
場

合
で
も
、
ご
家
族
が
天
塩
町
内
に
お
住
ま

い
で
し
た
ら
、
天
塩
町
成
人
式
に
出
席
で

き
ま
す
。
出
席
を
ご
希
望
す
る
方
は
、
11

月
16
日
（
水
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

天
塩
町
教
育
委
員
会

☎
（
２
）
１
０
２
６

★
成
人
者
名
簿
★　
（
敬
称
略
）

【
男
性
】

（
雄
信
内
）

阿

部

将

吾

（

町

外

）

五
十
嵐　

航　

多

（
雄
信
内
）

五
十
嵐　

忠　

人

（
海
岸
通
１
）

大

坪

龍

弥

（
み
ど
り
）

岡

本

尚

樹

（

町

外

）

菊

地

春

稀

（

町

外

）

佐

藤

和

真

（
雄
信
内
）

重

田

北

斗

（

町

外

）

菅

井　
　

駿

（

町

外

）

園

田

雄

人

（

南

町

）

津

田

一

輝

（
中
更
岸
）

中

島

貴

裕

（
南
開
団
地
）

西

井

悠

斗

（

町

外

）

蜂
須
賀　

優　

駿

（
南
開
団
地
）

藤

田

敬

太

（

町

外

）

本

田

魁

斗

（
み
ど
り
）

三

村

修

司

（

新

川

）

宮

森　
　

翔

（

町

外

）

渡

辺

天

騰

（

町

外

）

和

田

悠

斗

【
女
性
】

（

町

外

）

天

羽

光

咲

（
新
地
通
５
）

石

山

志

織

（
海
岸
通
11
）

江

成

美

月

（

町

外

）

鹿
児
島　

美　

里

（

町

外

）

佐
々
木　

虹　

帆

（

町

外

）

田

口

美

里

（

町

外

）

土　

門　

茉
梨
華

（
富
士
見
）

永　

山　

樹
里
奈

（
新
地
通
12
）

橋

本

優

香

（

町

外

）

船

田

沙

紀

（
雄
信
内
）

三

浦

樹

里

（

町

外

）

水

戸

茜

里

（

町

外

）

山

下

愛

結

（

南

町

）

和

田

優

由

　 成 人 お め で と う ご ざ い ま す　

　※お名前漏れなどがありましたらご連絡ください。
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マ
チ
の
伝
言
板

掲載を希望される方へ

12月号へ掲載を希望する方は

11 月 16 日（水）までに

お知らせください

総務課企画広報係

用
機
会
均
等
法
が
平
成
29
年
１
月
１

日
か
ら
改
正
施
行
さ
れ
、
よ
り
育

児
・
介
護
と
仕
事
を
両
立
し
や
く
す

く
な
り
ま
す
。
主
な
内
容
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

・
介
護
休
業
の
分
割
取
得

・
介
護
休
暇
・
看
護
休
暇
の
取
得
単

位
の
柔
軟
化

・
介
護
の
た
め
の
残
業
免
除
の
新
設

・
有
期
契
約
労
働
者
の
育
児
休
業
・

介
護
休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和

・
マ
タ
ハ
ラ
・
パ
タ
ハ
ラ
等
の
防
止

措
置
の
新
設　

な
ど

※
詳
細
な
改
正
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://hokkaido-roudou

kyoku.jsite.m
hlw
.go.jp

）
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
部
指
導
課

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
７
１
５

国
の
教
育
ロ
ー
ン
で

教
育
資
金
を
サ
ポ
ー
ト

　

お
子
様
の
教
育
資
金
を
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

電
器
計
器
の
有
効
期
限

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

電
気
メ
ー
タ
ー
に
有
効
期
限
が
あ

る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
る
電
気

メ
ー
タ
ー
は
検
定
が
必
要
で
、
そ
の

有
効
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

有
効
期
限
は
電
気
メ
ー
タ
ー
に
張

ら
れ
た
シ
ー
ル
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
シ
ー
ル
が
な
い
も
の
や
有
効
期

限
が
切
れ
た
電
気
メ
ー
タ
ー
は
、
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

日
本
電
気
計
器
検
定
所
北
海
道
支
社

☎
０
１
１
（
６
８
８
）
２
４
３
７

ま
た
は

北
海
道
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
部
電
力
事
業
課

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
１
７
５
５

育
児
・
介
護
休
業
法
改
正

　

育
児
・
介
護
休
業
法
及
び
男
女
雇

や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在

学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。
詳
細
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
検
索
し
て
く
だ
さ

い
。

・
融
資
額

子
ど
も
一
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

・
金　

利

年
１
．
９
０
％

※
母
子
家
庭
等
は
年
１
．
５
０
％

・
返
済
期
間

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
等
は
18
年
以
内

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０‐

０
０
８
８
５
６

ま
た
は

☎
０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

雇
用
保
険
適
用
拡
充

　

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
雇
用
保

険
が
左
記
の
と
お
り
適
用
拡
大
等
と

な
り
ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
方
も
雇
用
保
険
の
適

用
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
65
歳
以
上
の
被
保
険
者
も
教
育
訓

練
給
付
金
や
介
護
休
業
給
付
金
等
の

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
育
児
休
業
・
介
護
休
業
給
付
金
の

要
件
を
見
直
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
厚
生

労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
職
業
安

定
部
職
業
安
定
課

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

最

低

賃

金

制

度

　

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
北
海
道

の
最
低
賃
金
制
度
で
最
低
賃
金
額
が

７
８
６
円
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
働
く
す
べ
て
の
人

に
、
賃
金
の
最
低
額
を
保
障
す
る
制

度
で
す
。
使
用
者
も
労
働
者
も
最
低

賃
金
額
以
上
と
な
っ
て
い
る
か
必
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

稚
内
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
６
２
（
２
３
）
３
８
３
３



広
報

て
し

お
 １

１
月

号
（

N
O

.712）
●

印
刷

　
天

塩
共

同
印

刷
企

業
組

合

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http//w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/

９月末
人口 ３，２４１ 人 （－２）
男 １，６２１ 人 （±０）
女 １，６２０ 人 （－２）

世帯数 １，５８６ 世帯（±０）

※（　）内は前月比

ま ち の う ご き

（雄信内）
見　延　ナツヱ　さん（98歳）

（恵愛荘）
佐　藤　キヌヱ　さん（81歳）

（富士見）
志　田　　　滿　さん（69歳）

ごめいふくをお祈りします

～おたんじょう～
（山手通６）
松　本　美

み つ き

月　さん
佳士さん・由衣さんの二女
（新地通３）
䑓　川　瑠

る り

織　さん
亮さん・美聡さんの長女
（山手裏通７）
西　出　咲

さ き

希　さん
朋央さん・奈津美さんの二女

おめでとうございます

編 
集 
後
記

●
企

画
・

編
集

　
天

塩
町

総
務

課
企

画
広

報
係

（
〒

098-3398　
天

塩
町

新
栄

通
８

丁
目

　
☎

01632-2-1001）

　

地
域
振
興
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
企
業

等
に
対
し
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

・
幌
延
河
川
事
務
所
安
全
連
絡
協
議

　

会　

様

【
構
成
企
業
】

　

・
ハ
ラ
ダ
工
業
株
式
会
社　

様

　

・
興
北
建
設
株
式
会
社　

様

　

・
株
式
会
社
メ
イ
ク　

様

　

・
幌
延
建
設
業
協
同
組
合　

様

　

・
荒
井
・
北
建
経
常
建
設
共
同
企
業
体　

様

　

（
て
し
お
味
覚
ま
つ
り
の
観
客
の
誘
導
）

・
萌
州
・
瀬
越
・
内
山
経
常
建
設
共

　

同
企
業
体　

様

　

（
災
害
用
土
の
う
の
作
成
）

・
鹿
児
島
建
設
株
式
会
社　

様

　

（
天
塩
小
前
の
交
通
安
全
横
断
幕
の
修
繕
）

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
秋
の
日

は
釣
瓶
落
と
し
で
、
夕
暮
れ
の
早
さ
に
ふ

と
秋
を
感
じ
る
広
報
担
当
の
相
馬
で
す
。

♪
今
月
号
は
、素
敵
な
写
真
を
頂
い
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
取
材
依
頼
が
来
た
り
と
、
広

報
担
当
と
し
て
、
大
変
充
実
し
た
月
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
「
広
報
誌
で
み
ん
な

に
こ
の
情
報
を
知
ら
せ
た
い
！
」
と
い
っ

た
依
頼
や
「
こ
ん
な
情
報
が
掲
載
し
て
い

た
ら
良
い
の
に
！
」
と
い
っ
た
記
事
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

♪
小
中
学
校
等
の
秋
の
芸
術
行
事
を
取
材

し
、
児
童
・
生
徒
た
ち
が
一
生
懸
命
練
習

し
た
成
果
が
発
揮
で
き
た
よ
う
で
、
私
は

一
時
取
材
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

【
香
典
返
し
と
し
て
】

　

雄
信
内　
　
　

見　

延　

正　

信　

さ
ん

　

産
士　
　
　
　

佐　

藤　

克　

彦　

さ
ん

　

稚
内
市　
　
　

志　

田　

直　

樹　

さ
ん

●
恵
愛
荘
へ

　

新
開
通
６　
　

本　

山　

ケ
イ
子　

さ
ん

　

北
川
口　
　
　

木　

下　

照　

夫　

さ
ん

　

北
川
口　
　
　

利　

木　

正　

三　

さ
ん

　

山
手
裏
通
11　

横　

溝　
　
　

守　

さ
ん

　

新
地
通
８　
　

横　

溝　
　
　

佳　

さ
ん

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ　
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
）　

　

山
手
裏
通
３　

園　

田　

一　

治　

さ
ん

　

山
手
裏
通
４　

来　

田　

和　

雄　

さ
ん

●
恵
愛
荘
へ　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）　

　

天
塩
町
母
子
寡
婦
会　

様

  みなさん、こんにちは！ 雪
ゆき

が降
ふ

って、もうすぐ冬
ふゆ

って感
かん

じがするよね。みんな
のお家

うち

ではもう暖
だんぼう

房をつけているのかな？冬
ふゆ

は雪
ゆき

も降
ふ

るし、寒
さむ

いし、どうしても
お家

うち

にひきこもりがち・・・。でも、天
て し お

塩の冬
ふゆ

はワクワクがいっぱい！
　１つは北

ほっかいどう

海道よりもっと寒
さむ

い北
きた

の方
ほう

から、渡
わた

り鳥
どり

が冬
ふゆ

の寒
さむ

さを越
こ

すために、海
うみ

を渡
わた

って日
に ほ ん

本へやってくるんだ。天
て し お

塩にもオオワシやオオヒシクイ、ハクチョ
ウなどがやってくるよ。中

なか

でもオオワシは、世
せ か い

界に約
やく

7000 羽
わ

、天
てんねんきねんぶつ

然記念物にも
指
し て い

定されているレアな鳥
とり

。冬
ふゆ

はそんな鳥
とり

たちをすぐ近
ちか

くで見
み

ることができるチャ
ンスなんだ！
　もう１つは冬

ふゆ

といえば星
ほし

の季
き せ つ

節。冬
ふゆ

は空
く う き

気が乾
かんそう

燥しているから、夏
なつ

よりも
はっきりと星

ほし

を見
み

ることができるんだ。11 月
がつ

だけでも、おうし座
ざりゅうせいぐん

流星群としし
座
ざ りゅうせいぐん

流星群が見られるよ。他
ほか

にも色
いろいろ

々な楽
たの

しいことがあるけど、やっぱり外
そと

は寒
さむ

い
から、外

そと

に出
で

るときは暖
あたた

かい格
かっこう

好をして風
か ぜ

邪をひかないようにね！

てしお仮面のつぶやき
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